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中
な か む ら

村　彝
つ ね

孤
こ

独
どく

の天才画家　水戸市

　明治 20年 (1887) －大正 13年 (1924)。水戸上市寺町〔水戸市金町〕生
まれ。幼少年期に父母を失い，その後東京に移り住むが結核にかかる。ま
た，兄姉とも死別するなど天涯孤独となる。18歳の時に療養先で水彩画を
描き始め，画家になることを決意。黒田清輝の白馬会，中村不折の太平洋
画会の洋画研究所で本格的に油絵を学ぶ。文展に出品したが２度続けて落
選，レンブラントの絵画を熱心に研究し，明治 42年，３回目に「巌」で入選，
翌年「海辺の村」で３等賞。その後も入賞を重ね，大正９年 (1920) の「エ
ロシェンコ氏の像」は最高傑作と評判をとる。洋画家としての名声を高め
る一方，病状は次第に悪化，発熱や喀血が続く中，最後の力を振り絞り「髑
髏をもてる自画像」「老母像」を描く。

　中村彝は４人の兄姉をもつ５番目の末
すえ

っ子でしたが，生まれて 10か月後に父が，11
歳
さい

の時には母が亡
な

くなりました。その上，少年時代に兄姉とも死に別
わか

れるなど孤独な身
の上となってしまいました。自らも結

けっかく

核という当時としては恐
おそ

ろしい病気にかかってし
まい，学校をやめなくてはなりませんでした。
（どうして，わたしだけがこんな不幸を背

せ お

負わされるのだろう。）
　さびしさをまぎらわすために絵をかき始め，小さいころから好きだった絵が生きる上
の救

すく

いとなりました。病気の療
りょうよう

養のため千葉県の海岸に行き，そこで知り合った友だち
に水

すいさい

彩画
が

を教えてもらい，画家になろうと決意します。東京に戻
もど

り，黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

の白
は く ば か い

馬会
研究所で学び，続いて太平洋画会に移り，中

なかむら

村不
ふ

折
せつ

などから洋画の勉強をしました。絵
や彫

ちょうこく

刻の親友たちにも恵
めぐ

まれ，彼らが展
てんらん

覧会をめざして一
いっしょう

生懸
けんめい

命勉強している姿
すがた

に心を
うたれ，彝も努

ど

力
りょく

しましたが，当時最高の展覧会であった文部省
しょう

〔文部科学省〕主
しゅ

催
さい

の
文
ぶんてん

展は狭
せま

き門で２回続けて落選してしまいました。
（どうしてわたしの絵はだめなんだろう。）
　落

らくたん

胆していた彝は，本屋で一冊
さつ

の本を見つけまし
た。それにはオランダの画家，レンブラントの作品
がのっていました。彝はありのままに描かれた風景
や光線のあて方を工夫した人物像を見て，体が震

ふる

え
るほど感動します。こうして学んだ方法で３か月か
かって描いた「巌

いわお

」がやっと文展に入選したのです。
　自然の持つ偉

い

大
だい

さや力強さをレンブラントばりに
描く彝の油絵には人の心を打つものがあり，将

しょうらい

来
有
ゆうぼう

望な画家として評
ひょう

判
ばん

は高くなりました。
　彝は海外の美術の動

どうこう

向にはとりわけ敏
びんかん

感で，自分
「エロシェンコ氏の像」
（東京国立近代美術館蔵）

（茨城県近代美術館提供）
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の芸
げい

術
じゅつ

に対する考えを書きとめて『芸術の無
む

限
げん

感
かん

』と題する本も後に出
しゅっ

版
ぱん

したほどです。
大正期に入るとフランス印

いんしょう

象派
は

のルノワ－ルという画家の油絵に感動し，明るく生き生
きとした表情や姿

し

態
たい

をもつ一連の「少女」の作品を発表したのです。
　名声は一段

だん

と高くなりましたが，その反対に病気は重くなっていきました。医者から
は，絶

ぜったい

対安
あんせい

静にと言われますが，回
かい

復
ふく

がかなわないことを彝は悟
さと

っていました。
（わたしの体は元に戻

もど

れない。これも運命なのだろう。それならば命ある限り絵を描き
続けよう。）
　こうして重荷を背負ったまま，死ぬまで絵を描く決心を固

かた

めました。
　余

よ

命
めい

が少ない中で，彝は幸運な出会いに恵まれます。一人は最
さい

高
こう

傑
けっ

作
さく

といわれる「エ
ロシェンコ氏の像

ぞう

」のモデルとなったロシアの盲
もうもく

目の詩人エロシェンコ。もう一人は，
不
ふ じ

治の病
やまい

の彝を最後まで看
かん

護
ご

し続け「老
ろう

母
ば

像」のモデルとなった岡
おか

崎
ざき

キイ。この二人と
の出会いは，彝の晩

ばんねん

年の作品にいっそう輝
かがや

きをもたらすことになりました。
　ほかに「カルピスの包み紙のある静

せいぶつ

物」「髑
ど く ろ

髏を持てる自画像」などのすぐれた作品
を残

のこ

した彝は，大正 13 年 (1924)12 月 24 日の朝，はげしい発
ほっ

作
さ

を起こして息を引き
取りました。あまりに突

とつぜん

然のことで，誰にも看
み と

取られずに亡くなったといいます。37
歳という孤独で短い生

しょう

涯
がい

でしたが，その作品は今でもたくさんの人の心をとらえ，「洋
画の天才」「孤

こ

高
こう

の画家」として高く評
ひょう

価
か

されています。

茨城県近代美術館（中村彝のアトリエ）
所在地　水戸市千波町東久保 666 － 1
内　容　 近代美術館構

こう

内
ない

に中村彝のアトリエが復
ふくげん

元されており，内部では彝の遺
い

品
ひん

や資
し

料
りょう

が無料展
てん

示
じ

されています。

『20世紀茨城の群像』（茨城新聞社・１９９９）

『常陽藝文６１号』（常陽藝文センタ－・１９8８）　

千波大橋

千波湖

水戸駅
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